日本文化の心理学と家族療法研究会

定　款　案

平成２１年１月　起草

最新の定款案を参照してください。

最新かどうかは研究会にお問い合わせ下さい

本案は（2009年(平成21年)11月6日現在）のものです

今まで、研究会はどのようなことをしているのか？という

問い合わせに、恥ずかしながら(＾＾;　余りにも広範な内容であるため、

一言で応えることがなかなかできなかったということがあります。

その結果、各方面からの御協力を得難かったということがありますので、

ここにまとめてみることに致しました。

平成２１年６月から実施することを目標とし、

それまでは、各方面からの御意見を求め、矛盾や無理が

無い様な規約に纏め上げたいと思います。

御協力を宜しくお願い申し上げます。

会員（個人会員・法人会員）募集･受付中

日本文化の心理学と家族療法研究会定款(案)

代表　医学博士・臨床心理士(元)　又吉正治

〒904-8799　沖縄郵便局私書箱第205号

電話 090-1940-0525

【名称】

１．本会は日本文化の心理学と家族療法研究会と称する。

【連絡先】

２．書面　〒904-8799　沖縄市胡屋　沖縄郵便局私書箱第２０５号

３．電話　０９０－１９４０－０５２５

４．電子メール　postmaster@matayan.com

５．YahooGroup掲示板　まぶい分析学（日本文化の心理学と家族療法）
　　　　　　　　　　　 投稿用アドレス MabuiGumi@yahoogroups.jp 

　　　　　　　　　　　 掲示板アドレス http://groups.yahoo.co.jp/group/MabuiGumi/


                       公開の掲示板で、まぶい分析学とその関連話題について議論、討論



                         を行います。また、プライバシーに関しては自己責任ですが、種々の



                         問題に関する相談も行えます。誰でも気軽に参加できます。




（プライバシーを考慮しなければならないときは、会員専用




の掲示板を利用のこと）

６．ブログ　　　　　　まぶい分析学／日本文化の心理学と家族療法　





ブログURL ：http://drmatayan.seesaa.net/?1274802670


【目的】

７．本会は、日本文化に基づいた心理学を研究し、日本文化に内包されている家族療法の

　機能を実践する方法論の研究を行い、その成果の普及、指導を行い、家族力を高めるこ

　とを通して、よりよき家族と社会の構築を目指すものとする。特に日本人の心の源流と

　も言える、シャマニズム、アニミズムが現代でも活き活きとして広く通用している、古

　代大和語とも言える沖縄語で語られる精神世界の研究を中心とし、その成果を広く実用

　に供することを行う。

【活動】

８．日本文化に基づいた心理学、家族療法の理論および実践法を、「まぶい分析学」として体系化する。

９．上記の目的を達成するため、文化の研究、人間（男、女、家族、社会、国）の行動の

　研究、研究成果の普及・啓蒙、家族療法の実施と指導、神・聖地巡拝療法（拡張箱庭療

　法）(仮称)の実践と指導、その他の諸活動を行う。

１０．諸活動の具体例は次のようである。


（１）まぶい分析学講座　全16回　原則として毎週一回　４ヶ月

　　　　　　費用　５万円（副読本として「まぶい分析学講義」を購入のこと）


（２）家族・家系の問題解決の支援学習会（事例検討学習会）

　　　　　　毎月１回もしくは２回　参加費　【一般】　￥3,000円／回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【会員】　￥1,500円／回

　　　　　　　　参加者は、守秘義務を遵守すること。そのための誓約書を提出すること。


（３）個人指導…原則として90分～／回とする。

　　　　　　一般…￥10,000円／回　会員及び会員の関係者（紹介要）…￥5,000円／回

　　　　　　　　　　会員が非会員を紹介するとき、その非会員の個人指導料の第一回目は、

　　　　　　　　　　　会員に準じる。第2回目以降は、非会員が会員になることによって、そ

　　　　　　　　　　　の特典を享受できる。


（４）神聖地巡拝療法（仮称・拡張箱庭療法）



会員のみが関与できるもの(注)

　　　　　　　　　　　　　　　(注)これは伝統的に行われている方法、例えばお遍路さんとか御願廻りにみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られるようなことではある。これは心理学的な面からは、箱庭療法におい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、地域、あるいは県、国、世界そのものを｢箱庭｣とみなして、心理療法、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりわけ家族療法の機能を発揮しようとするためのものである。まぶい分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　析学では、拡張箱庭療法とも言う。　　


（５）講演　諸団体からの要請に基づき、まぶい分析学が提供可能な話題について

　　　　　　講演を行う。


（６）理論や症例の研究


（７）その他

【会員】

１１．入会金

　　　下記の個人会員、ネット会員は入会金３千円を納めるものとする。

　　　その他の会員には入会金を適用しない。

１２．会員の種類


（１）個人会員

　　　　　　　　（Ａ）会員A　まぶい分析学講座を終了した者で、守秘義務誓約書を提

　　　　　　　　　　　出し、年会費￥１０，０００円を納めた者。


　　　　　（Ｂ）会員B　支援学習会(事例検討会)に定期的に参加し、守秘義務誓

　　　　　　　　　　　約書を提出し、年会費￥１２，０００円を納めた者。



両会員は、支援学習会（事例検討会）に半額で参加可能、かつネット会員に

　　　　　　なることができる。また、神聖地巡拝療法(拡張箱庭療法、仮称)に参加し、　　

　　　　　　指導を受けることが出来る。



　　

　　　　　　　　（Ｃ）ネット会員　インターネット上にてまぶい分析学の学習や支援学

　　　　　　　　　　　習会(事例検討会)の活動を行う者。

　　　　　　　　（Ｄ）支援会員　学習会の会場などを提供し、あるいは、講演会活動な

　　　　　　　　　　　どの支援を行う個人。

　　　　　　　　　　　　　


（２）法人会員　日本文化の心理学と家族療法研究会の活動の趣旨に賛同し、

　　　　　　　　　　　その社会的活動を支援することを目的とする会員。

　　　　　　　　　　　会費(年額)　　一口１０万円(何口でも可)

【会員証】

１３．必要と思われる時期から、会員には、本会会員であることを証明する会員証を発行する。

【寄付などの受付】

１４．本会の活動を促進するため、種々の寄付を歓迎する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2009年2月19日：法人会員の項の内容追加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．2009年2月24日：１０および１１の項の注記を追加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．2009年3月2日 ：１１入会金の項を追記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．2009年5月10日：法人第二種会員は削除

                                        5.   2009年11月6日：掲示板アドレス、投稿用アドレスを追加

　　　　　　　　                           個人指導料の項に会員が非会員を紹介する場合を追加
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